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②

　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、3月 1日（水）から 3月 7日（火）までの７日間、全国一
斉に春の火災予防運動が実施されます。

火災件数　（令和 4年１月～ 12月）
　西之表市では火災による負傷者は，発生していま
せんが、熊毛全体 (種子島・屋久島 )では建物火災
による死者１名、負傷者２名となっています。空気
が乾燥し、風が強く、火災が発生しやすい日がこれ
からも続いていきます。
　各家庭においても、火の元、火の取扱いには十分
ご注意下さい。

　皆さまの協力により設置率は向上していますが、住宅用火災警報器が正しく設置されていない住宅が見
受けられます。大切な命を守るために正しい位置に設置しましょう。住宅用火災警報器の設置箇所につい
ては次のとおりです。
・１階建て平屋住宅…「寝室」　・２階建て住宅…「寝室」および「階段」

■問い合わせ先
　西之表消防署予防係
　☎ 22‐0119

令和５年 春の火災予防運動

①コンロを離れる時は必ず
火を消しましょう！

住宅用火災警報器を設置しましょう！ 西之表市の設置率は 67.3％です！（昨年 62％）

※表中のその他の火災とは、火入れによるはかま焼き、枯草焼き、田畑等の火災であり、件数全体の７割
を超えています。はかま焼き等を行う際は、消火の準備等を確実に行い、消防署へ届出を行って下さい。

西之表消防署熊毛地区消防組合

建物火災（うち住宅） 4（3） 10（8）

林野火災 1 1

車両火災 1 1

その他の火災 14 34

合計 20 46

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (2022 年度全国統一防火標語 )

※住宅用火災警報器は令和３年５月で設置義務化 10年を経過しています。
製造年から 10年を経過した住宅用火災警報器は、動作不良や故障の原因に
もなりますので、交換をお願いします。
　ご不明な点がございましたら、お問い合わせ下さい。

あなたの家・家族を守る
～大切なものは、あなたの手で～

②タコ足配線はやめましょう！ ③ストーブに燃えやすいものは
近づけない！

④吸い殻の始末は確実に！ ⑤火遊びは絶対にダメ！ ⑥家の周りに燃えやすいものを
置かない！

住宅防火のポイント
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③

■問い合わせ先■問い合わせ先
　市水道課管理係　☎ 22‐1111内線 287/ ☎ 22‐0271（直通）　市水道課管理係　☎ 22‐1111内線 287/ ☎ 22‐0271（直通）

Ａ

　　給水装置は所有者（使用者）で維持管理をすると聞きましたが、詳しく教えてください。

　　給水装置とは、道路に埋設してある水道本管から水道使用者に給水するために使用者本人が設置した
給水管から蛇口までの装置（メータを除く）のことをいいます。
　公道下に埋設してある水道本管は水道課で管理し、それ以外は各水道使用者の財産ですので、水道所有
者の管理となります。そのため給水管の漏水や給水管を原因とする不具合の発生は、水道所有者の責任で
対処することになりますのでご注意ください。
　給水装置は水道水の供給を受けるための大切な装置ですので、水道法（昭和 32年 法律 177号）によ
り施設基準（違反者には罰則規定があります）が定められています。安心・安全な水道水の供給が受けら
れるよう給水装置の新設、改良、修繕は給水装置主任技術者のいる指定給水装置工事事業者でお願いします。
※水道課で修理はできませんのでご注意ください。※水道課で修理はできませんのでご注意ください。

Ｑ
水道のココを教えて！

　各ご家庭に設置されている水道メータは、計量法（平成４年 法律第 51号）で有効期限（8年）が定
められています。期限の年に水道課から指定給水装置工事事業者へ委託して、メータ交換作業を実施し
ています。メータ交換にかかる費用の請求はいたしません。ただし、止水栓や給水管の腐食等により交
換ができない場合は、お客様負担で修繕していただいた後、交換作業を実施します。
　ご不明な点は水道課へお問い合わせください。

水道メータ交換について水道メータ交換について

使用者・所有者が変わる

次のような場合には、水道課（市役所２階）または電子申請で手続きが必要です。次のような場合には、水道課（市役所２階）または電子申請で手続きが必要です。

水道料支払い方法の変更

※ 1…転入・転居等で、届出をせずに水道を使用した場合、お客様に不利な取扱いとなる場合があります。
※ 2…届出がない場合は、水道を使用していなくても基本料金を請求することになります。
※ 3…使用者番号（検針票に記載）をご確認の上、通帳の届け印を持参して下さい。
※水道課で手続きする際は、認め印が必要です。
※電子申請は、インターネットで各種手続きができる仕組みです。
　市ホームページからご確認いただけます。

３日前までに水道課
または電子申請で手続き

新たに水道を使用する
※ 1

水道の使用をやめる

3か月以上
水道を使用しない

※ 2

水道課または
電子申請で手続き

納付書送付、集金に変更
する場合は水道課または
電子申請で手続き

※3

水道の手続きはお済みですか？はお済みですか？

口座振替へ変更する場合
は金融機関窓口で手続き

※2
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④

○住民票の住所の異動届 ( 転出届・転入届・転居届など ) は、国民健康保険及び国
民年金の資格の確認や、　選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続です ｡
○本人確認書類となる「マイナンバーカード」の「住所」等は、最新のものにする
必要があります。

○なお、令和５年２月６日から、「転出届」については、マイナンバーカード
を使用して、マイナポータル等を通じて、提出できるようになりました。

◆住民票の異動届（転出届、転入届、転居届等）の手続方法
◎他の市区町村に転出・転入する場合
＜オンラインでの届出＞ ＜窓口での届出＞

引越前の
市区町村

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

引越先の
市区町村

◎同一の市区町村内で転居する場合

お住まいの
市区町村

[ 転出前に ]
　マイナポータル等を通じ
　オンラインで転出届を提出する
　（窓口に行くことなく自宅等から
　  手続きできます）

[ 転入した日から 14日以内に ]
マイナンバーカードを提示の上
転入届を提出する※１

[ 転出前に ]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る※２

[ 転入した日から 14日以内に ]
転出証明書を添えて※３
転入届を提出する

[ 転居した日から 14日以内に ]
窓口で転居届を提出する※１

※１ マイナポータル等を通じて、転入（転居 ) 届
　の提出のために来庁予定の連絡ができます。
※２ マイナンバーカードをお持ちの方は、転出
　証明書の受取りはありません。
※３ マイナンバーカードをお持ちの方は、マイ
　ナンバーカードを提示してください。

■問い合わせ先
　市役所市民生活課市民係☎ 22‐1111内線 229/233

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、
窓口での「正確な住所の届出」が必要です！

（おもて面）

マイナポータルへの
アクセスはこちら→
（※ご利用には別途マイナ
ポータルアプリのダウン
ロードが必要です）
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の
補
足
説
明
を
行

展
示
作
品
に
つ
い
て
の
補
足
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
当
時
の
偉

い
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
「
当
時
の
偉

人
た
ち
の
思
い
を
想
像
す
る
こ
と
が
で

人
た
ち
の
思
い
を
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
た
」「
も
っ
と
歴
史
を
調
べ
て
い
き
た

き
た
」「
も
っ
と
歴
史
を
調
べ
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

九
州
国
立
博
物
館
に
よ
る

リ
モ
ー
ト
授
業
（
上
西
小
学
校
）

職
業
講
話
（
種
子
島
中
学
校
）

　

２
月
２
日
（
木
）、種
子
島
中
学
校
で
、

様
々
な
職
業
分
野
（
幼
稚
園
教
諭
、
一

等
航
海
士
、
パ
ン
製
造
販
売
、
作
業
療

法
士
、
福
祉
美
容
師
、
助
産
師
、
林
業
、

農
業
）
か
ら
、
８
人
の
講
師
を
招
い
て
、

１
・
２
年
生
を
対
象
と
し
た
職
業
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
話
を
聞
い
た
德
永
絆
里
さ
ん
（
２

年
）
は
、「
就
職
す
る
う
え
で
必
要
な

資
格
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
様
々
な
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
職
業
選

択
の
参
考
と
な
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

１
月

　

１
月
1919
日
（
木
）、
市
民
会
館
に
て

日
（
木
）、
市
民
会
館
に
て

令
和
４
年
度
地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修

令
和
４
年
度
地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
支
援
者
と
は
、
地
域
に
お
い

　

サ
ロ
ン
支
援
者
と
は
、
地
域
に
お
い

て
住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
活
動
の
中
心
的

て
住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
活
動
の
中
心
的

役
割
を
担
い
、
介
護
予
防
の
普
及
及
び

役
割
を
担
い
、
介
護
予
防
の
普
及
及
び

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を
図
る
方

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進
を
図
る
方

で
す
。

で
す
。

　

研
修
会
で
は
、

　

研
修
会
で
は
、
3333
名
の
支
援
者
が
参

名
の
支
援
者
が
参

加
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ

加
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
徳
永
孝
子
氏
か
ら
、「
簡
単

ネ
ー
タ
ー
徳
永
孝
子
氏
か
ら
、「
簡
単

楽
し
い
！
笑
顔
で
脳

楽
し
い
！
笑
顔
で
脳
ト
レ
」
と
題
し
た

ト
レ
」
と
題
し
た

講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
研
修
会
開
催

　

１
月

　

１
月
2929
日日((

日日))
、
霧
島
市
で
、
第

、
霧
島
市
で
、
第

3636
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競

回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
６
区
間
約

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
６
区
間
約
2121
㎞㎞

の
コ
ー
ス
で
県
内
各
地
区
の
選
手
が
タ

の
コ
ー
ス
で
県
内
各
地
区
の
選
手
が
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
、
各
選
手
が
持
て
る

　

熊
毛
チ
ー
ム
は
、
各
選
手
が
持
て
る

力
を
発
揮
し
、
終
盤
で
順
位
を
上
げ
総

力
を
発
揮
し
、
終
盤
で
順
位
を
上
げ
総

合
８
位
と
な
り
、

合
８
位
と
な
り
、
BB
ク
ラ
ス
を
死
守
し

ク
ラ
ス
を
死
守
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
は
出
郷
者
の
方
々
を
は
じ

　

沿
道
か
ら
は
出
郷
者
の
方
々
を
は
じ

め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
声
援
を
い
た

め
、
多
く
の
皆
様
か
ら
の
声
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

だ
き
ま
し
た
。

第
36
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会
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Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
組
織
の
西
之
表
市
野

　

Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
組
織
の
西
之
表
市
野

菜
部
会
協
議
会
果
菜
類
部
会
か
ら
、
市

菜
部
会
協
議
会
果
菜
類
部
会
か
ら
、
市

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
提

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
に

　

こ
れ
は
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
に

認
定
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
の
ブ
ロ
ッ

認
定
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
種
子
屋
久
の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
で
、
２
月
３
日
（
金
）
の
学
校

コ
リ
ー
で
、
２
月
３
日
（
金
）
の
学
校

給
食
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
納
小
学
校
で
は
、
校
内
放
送
で
紹

　

安
納
小
学
校
で
は
、
校
内
放
送
で
紹

介
さ
れ
、児
童
か
ら
は
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

介
さ
れ
、児
童
か
ら
は
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
好
き
だ
か
ら
嬉
し
い
」「
苦
手
だ
っ

が
好
き
だ
か
ら
嬉
し
い
」「
苦
手
だ
っ

た
け
ど
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た
」
な

た
け
ど
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
楽
し
い
給
食
の

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
楽
し
い
給
食
の

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」の
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
学
校
給
食
で
提
供

種
子
島
高
校
生
に

選
挙
グ
ッ
ズ
を
贈
呈

　

２
月

　

２
月
33
日
（
金
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
金
）、
種
子
島
高
校
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
啓
発
活
動

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
権
が

　

選
挙
権
が
1818
歳
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た

歳
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た

が
、
若
い
世
代
の
投
票
率
は
低
い
こ
と

が
、
若
い
世
代
の
投
票
率
は
低
い
こ
と

か
ら
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

か
ら
、
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
生
徒
に
選
挙

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
生
徒
に
選
挙

の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
グ
ッ
ズ
等
が
贈

の
大
切
さ
を
啓
発
す
る
グ
ッ
ズ
等
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
受
け
取
っ
た
坂
元

　

生
徒
を
代
表
し
て
受
け
取
っ
た
坂
元

恵
さ
ん
（
２
年
生
）
は
、「
友
人
と
選

恵
さ
ん
（
２
年
生
）
は
、「
友
人
と
選

挙
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
」
と
話
し
ま

挙
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

し
た
。

　　

２２
月月
３３
日
（
金
）、
伊
関
小
学
校
で
、

日
（
金
）、
伊
関
小
学
校
で
、

熊
毛
支
庁
建
設
課
に
よ
る
砂
防
出
前
講

熊
毛
支
庁
建
設
課
に
よ
る
砂
防
出
前
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
石
流
・
が
け
崩
れ
・
じ
す
べ
り
現

　

土
石
流
・
が
け
崩
れ
・
じ
す
べ
り
現

象
の
説
明
や
、
実
際
に
起
こ
っ
た
土
砂

象
の
説
明
や
、
実
際
に
起
こ
っ
た
土
砂

災
害
の
映
像
が
紹
介
さ
れ
、
土
砂
災
害

災
害
の
映
像
が
紹
介
さ
れ
、
土
砂
災
害

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
し
た
。

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
び
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防
え
ん

　

土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防
え
ん

堤
の
役
割
が
分
か
る
実
験
や
ド
ロ
ー
ン

堤
の
役
割
が
分
か
る
実
験
や
ド
ロ
ー
ン

の
操
作
実
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
児
童
か

の
操
作
実
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
児
童
か

ら
は
「
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
を
知

ら
は
「
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
か
ら
避
難
経

る
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
か
ら
避
難
経

路
の
確
認
や
対
策
を
し
た
い
」
な
ど
の

路
の
確
認
や
対
策
を
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

砂
防
出
前
講
座
（
伊
関
小
学
校
）

　

２
月
３
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種

　

２
月
３
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種

子
島
で
、
福
井
清
信
さ
ん
の
瑞
宝
双
光
章

子
島
で
、
福
井
清
信
さ
ん
の
瑞
宝
双
光
章

受
章
と

受
章
と
法
務
大
臣
表
彰
記
念
祝
賀
会
が
開

法
務
大
臣
表
彰
記
念
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
井
さ
ん
は
、
西
之
表
市
消
防
団
で
の

　

福
井
さ
ん
は
、
西
之
表
市
消
防
団
で
の

永
年
に
わ
た
る
功
績
に
よ
り
、
令
和
３
年

永
年
に
わ
た
る
功
績
に
よ
り
、
令
和
３
年

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
瑞
宝
双
光
章
を
受

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
瑞
宝
双
光
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
、

　

ま
た
、
保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
、
2020
年
に
年
に

わ
た
り
数
多
く
の
更
生
活
動
に
尽
力
さ

わ
た
り
数
多
く
の
更
生
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
令
和
３
年
度
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

れ
、
令
和
３
年
度
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
福
井
さ
ん
は
「
多
く
の
皆

さ
れ
ま
し
た
。
福
井
さ
ん
は
「
多
く
の
皆

様
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
光

様
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
光

栄
な
章
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
心

栄
な
章
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
心

か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

福
井
清
信
氏  

瑞
宝
双
光
章
受
章

・
法
務
大
臣
表
彰
祝
賀
会
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⑧

　　

２２
月月
６６
日
（
月
）、
荒
木
岳
さ
ん
（
榕

日
（
月
）、
荒
木
岳
さ
ん
（
榕

城
小
１
年
）
が
、
表
敬
訪
問
に
市
役
所

城
小
１
年
）
が
、
表
敬
訪
問
に
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
荒
木
さ
ん
は
、

を
訪
れ
ま
し
た
。
荒
木
さ
ん
は
、
1010
月月

に
開
催
さ
れ
た
九
州
地
区
選
考
会
個
人

に
開
催
さ
れ
た
九
州
地
区
選
考
会
個
人

形
競
技
に
お
い
て
５
位
入
賞
を
果
た

形
競
技
に
お
い
て
５
位
入
賞
を
果
た

し
、
北
海
道
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
る
全

し
、
北
海
道
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
る
全

日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会
へ
の

日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
抜
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

荒
木
さ
ん
は
「
九
州
大
会
で
は
と
て

　

荒
木
さ
ん
は
「
九
州
大
会
で
は
と
て

も
緊
張
し
た
。
練
習
を
一
生
懸
命
に
頑

も
緊
張
し
た
。
練
習
を
一
生
懸
命
に
頑

張
っ
て
き
た
の
で
、
全
国
大
会
で
も
良

張
っ
て
き
た
の
で
、
全
国
大
会
で
も
良

い
結
果
が
残
せ

い
結
果
が
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
抜
大
会
へ
出
場

大
塚
製
薬
と
連
携
協
定
締
結

　

２
月

　

２
月
1313
日
（
月
）、
市
は
、
大
塚
製

日
（
月
）、
市
は
、
大
塚
製

薬
株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

薬
株
式
会
社
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携
の
も

　

こ
の
協
定
は
、
包
括
的
な
連
携
の
も

と
、
相
互
に
協
力
し
、
市
民
の
健
康
維

と
、
相
互
に
協
力
し
、
市
民
の
健
康
維

持
・
増
進
等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と

持
・
増
進
等
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
と
健
康
的
な

で
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
と
健
康
的
な

生
活
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

生
活
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
熱
中
症
対
策
講

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
熱
中
症
対
策
講

座
や
啓
発
資
料
の
配
布
、
熱
中
症
ア
ド

座
や
啓
発
資
料
の
配
布
、
熱
中
症
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
等
の
取
り
組
み
を

バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
等
の
取
り
組
み
を

連
携
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

連
携
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会　

研
修
を
実
施

　　

２２
月月
４４
日
（
土
）、
保
健
セ
ン
タ
ー

日
（
土
）、
保
健
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
で
、
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

す
こ
や
か
で
、
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
会
員
を
対
象
と
し
た

ズ
ム
推
進
協
議
会
会
員
を
対
象
と
し
た

研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
再

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
再

開
に
向
け
て
、
受
入
れ
体
制
の
充
実
を

開
に
向
け
て
、
受
入
れ
体
制
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
郷
土
料
理
の
つ

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
郷
土
料
理
の
つ

の
ま
き
作
り
と
さ
と
う
す
め
体
験
を
実

の
ま
き
作
り
と
さ
と
う
す
め
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
牧
瀨
義
雄
会
長
は
「
市

施
し
ま
し
た
。
牧
瀨
義
雄
会
長
は
「
市

民
の
方
々
に
も
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

民
の
方
々
に
も
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

ズ
ム
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
。
今
後
も
、
民
泊
受
入
れ
の
充
実
を

い
。
今
後
も
、
民
泊
受
入
れ
の
充
実
を

図
る
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

図
る
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
高
校

農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

　　

２２
月月
1414
日
（
火
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
火
）、
種
子
島
高
校
で
、

令
和
４
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

令
和
４
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
３
名
で
、
農
業
大

　

今
年
の
対
象
者
は
３
名
で
、
農
業
大

学
校
へ
の
進
学
、
花
き
販
売
や
食
肉
加

学
校
へ
の
進
学
、
花
き
販
売
や
食
肉
加

工
に
携
わ
り
ま
す
。

工
に
携
わ
り
ま
す
。

　

生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
の
こ
と

　

生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
意
の
こ
と

ば
を
述
べ
「
種
子
島
高
校
で
学
ん
だ
こ

ば
を
述
べ
「
種
子
島
高
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の

と
を
活
か
し
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の

架
け
橋
に
な
り
た
い
」「
研
究
し
た
こ
と

架
け
橋
に
な
り
た
い
」「
研
究
し
た
こ
と

を
活
か
し
、
将
来
は
種
子
島
を
支
え
る

を
活
か
し
、
将
来
は
種
子
島
を
支
え
る

社
会
人
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
し

社
会
人
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
た
。

前列左から海野美蘭さん、
　　　　　砂坂夢羽さん、中園健太さん

市政の窓 2023.3 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

⑨

塩
﨑
義
政
氏

た
ね
や
く
き
ら
め
き
表
彰
受
賞

　

２
月

　

２
月
1515
日
（
水
）、
熊
毛
支
庁
で
、

日
（
水
）、
熊
毛
支
庁
で
、

令
和
４
年
度
た
ね
や
く
き
ら
め
き
表
彰

令
和
４
年
度
た
ね
や
く
き
ら
め
き
表
彰

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
上
西
校
区
長
の

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
上
西
校
区
長
の

塩
﨑
義
政
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

塩
﨑
義
政
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

塩
﨑
さ
ん
は
、
上
西
校
区
の
校
区
長

　

塩
﨑
さ
ん
は
、
上
西
校
区
の
校
区
長

と
し
て
、
校
区
役
員
や
集
落
支
援
員
と

と
し
て
、
校
区
役
員
や
集
落
支
援
員
と

連
携
し
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
な

連
携
し
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
解
決

ど
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
解
決

に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
行
政
と
地
域

に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
行
政
と
地
域

を
つ
な
ぎ
、
地
域
課
題
を
住
民
主
導
で

を
つ
な
ぎ
、
地
域
課
題
を
住
民
主
導
で

解
決
す
る
取
組
の
中
心
的
な
役
割
を
担

解
決
す
る
取
組
の
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
市
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て

い
、
市
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

第
12
回
毎
日
地
球
未
来
賞
受
賞

　

２
月

　

２
月
1717
日
（
金
）、
第

日
（
金
）、
第
1212
回
毎
日
地

回
毎
日
地

球
未
来
賞
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
種

球
未
来
賞
「
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
種

子
島
高
校
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
、
表

子
島
高
校
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
、
表

敬
訪
問
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

敬
訪
問
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

食
品
製
造
授
業
で
果
実
を
使
っ
た
後

　

食
品
製
造
授
業
で
果
実
を
使
っ
た
後

に
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

に
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
殻
を
何
か
に
利
用
で
き
な
い

ル
ー
ツ
の
殻
を
何
か
に
利
用
で
き
な
い

か
と
研
究
し
、
石
鹸
づ
く
り
に
失
敗
す

か
と
研
究
し
、
石
鹸
づ
く
り
に
失
敗
す

る
な
ど
試
行
錯
誤
し
、
和
紙
作
り
に
成

る
な
ど
試
行
錯
誤
し
、
和
紙
作
り
に
成

功
。
そ
の
研
究
の
成
果
が
評
価
さ
れ
ま

功
。
そ
の
研
究
の
成
果
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン

和
紙
」
を
使
っ
て
、
う
ち
わ
や
し
お
り

和
紙
」
を
使
っ
て
、
う
ち
わ
や
し
お
り

の
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

の
商
品
化
を
目
指
し
ま
す
。

さ
と
う
す
め
体
験
（
安
納
校
区
）
　

２
月

　

２
月
1818
日
（
土
）、
安
納
校
区
活
性

日
（
土
）、
安
納
校
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
、
安
納
校
区
が
校
区
内

化
セ
ン
タ
ー
で
、
安
納
校
区
が
校
区
内

の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
さ
と
う
す
め

の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
さ
と
う
す
め

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
小
中
学
生
が
参
加
し
、
校
区

　

多
く
の
小
中
学
生
が
参
加
し
、
校
区

役
員
の
方
々
か
ら
、
さ
と
う
す
め
を
教

役
員
の
方
々
か
ら
、
さ
と
う
す
め
を
教

わ
り
ま
し
た
。

わ
り
ま
し
た
。

　

体
験
後
は
、
社
会
教
育
課
職
員
を
講

　

体
験
後
は
、
社
会
教
育
課
職
員
を
講

師
に
招
い
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

師
に
招
い
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

実
施
さ
れ
、
児
童
か
ら
は
「
さ
と
う
す

実
施
さ
れ
、
児
童
か
ら
は
「
さ
と
う
す

め
は
ア
ク
を
取
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」

め
は
ア
ク
を
取
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
オ
ー
バ
ル

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
オ
ー
バ
ル

ボ
ー
ル
な
ど
全
部
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

ボ
ー
ル
な
ど
全
部
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
の
植
樹

　

２
月

　

２
月
1919
日
（
日
）、
わ
か
さ
公
園
で
、

日
（
日
）、
わ
か
さ
公
園
で
、

一
般
社
団
法
人
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保
全

一
般
社
団
法
人
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保
全

の
会
に
よ
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
の

の
会
に
よ
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
の

苗
木
の
植
樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

苗
木
の
植
樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
保
護
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン

　

自
然
保
護
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施
さ

れ
、
種
子
島
高
校
の
有
志
８
名
も
参
加

れ
、
種
子
島
高
校
の
有
志
８
名
も
参
加

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
上
門
夕
夏
さ
ん
と
山
田
璃

　

参
加
し
た
上
門
夕
夏
さ
ん
と
山
田
璃

里
花
さ
ん
（
と
も
に
２
年
生
）
は
「
種

里
花
さ
ん
（
と
も
に
２
年
生
）
は
「
種

子
島
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

子
島
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
と
思
う
。
将
来

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
と
思
う
。
将
来

の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
し
た
い

の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から長野結奈さん、椎田来夢さん、
　　　　　　　　大仁田碧海さん（ともに２年）

市政の窓2023.3 月号



⑩

市
長
独
言
№ 71
…
種
子
島
の
歴
史
再
発
見

　

福
岡
県
太
宰
府
市
の
九
州
国
立
博
物
館
で
昨
年
末
か
ら
２
か
月
間
開
か
れ
た
「
種
子
島
」

特
別
展
を
見
学
し
ま
し
た
。「
宇
宙
に
一
番
近
い
島
」の
H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
模
型
に
始
ま
り
、

１
３
７
万
年
前
の
ゾ
ウ
の
化
石
、
３
万
５
千
年
前
の
旧
石
器
時
代
に
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
調

理
に
使
わ
れ
た
石
器
（
南
種
子
町
・
横
峯
遺
跡
）、
日
本
最
古
の
落
と
し
穴
（
中
種
子
町
・

立
切
遺
跡
）、
縄
文
時
代
の
石
槍
や
ヒ
ス
イ
の
装
身
具
な
ど
と
続
き
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
真
裏
に
回
る
と
、
種
子
島
家
に
伝
わ
る
「
国
宗
」
銘
の
太
刀
が

鈍
い
光
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
解
説
文
（
望
月
規
史
・
主
任
研
究
員
）
に
よ
る

と
、
国
宗
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
備
前
直
宗
派
を
代

表
す
る
刀
工
の
一
人
で
後
鳥
羽
上
皇
の
も
と
で
作
刀
し
、

鎌
倉
幕
府
に
請
わ
れ
て
鎌
倉
に
下
り
、
相
州
鍛
冶
の
礎

を
築
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
地
元
で
は
鉄
砲
館
の
常
設

展
示
品
で
す
が
、
刀
剣
専
門
家
の
間
で
は
国
宝
級
と
も

言
わ
れ
る
名
刀
に
ふ
さ
わ
し
い
保
管
法
と
し
て
、
公
開

期
間
を
限
定
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
か
と
、
改
め
て

価
値
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
14
代
島
主
種
子
島
時
堯
が
受
け
た
槍
術
の
許
状
は

槍
さ
ば
き
の
姿
勢
や
穂
先
の
動
き
、
関
節
や
筋
肉
の
動

き
、
髷
の
位
置
で
顔
の
方
向
が
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。
旧
家
臣
の
末
裔
と
し
て
は
、
お
そ
れ
多
い

気
も
し
ま
す
が
、
剣
道
で
使
う
手
ぬ
ぐ
い
の
デ
ザ
イ
ン

に
は
も
っ
て
こ
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
昨
秋
に
は
馬
毛
島
で
３
万
５
千
年
前
の
石
器
の
ほ
か
、
旧
日
本
兵
の
遺
骨

や
遺
品
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
島
の
中
央
部
出
土
の
石
器
は
、

近
ご
ろ
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
横
峯
、
立
切
両
遺
跡
と
同
時
代
で
す
。
出
土
個
所
が
滑
走

路
予
定
地
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
教
委
が
こ
の
２
月
に
試
掘
な
ど
の
予
備
調
査
を
始

め
ま
し
た
。
骨
片
や
認
識
票
の
よ
う
な
金
具
が
見
つ
か
っ
た
の
は
海
岸
線
の
砂
地
で
、
こ

ち
ら
も
し
っ
か
り
調
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

種子島時堯が受けた槍術の許状（部分）

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
さば水煮缶…320g（2缶分）
キャベツ……250g
しめじ………半パック
青ねぎ………適量

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 190 弾第 190 弾 「さば缶でちゃんちゃん焼き」「さば缶でちゃんちゃん焼き」

バター………40g
砂糖………小さじ 2
酒…………小さじ 2
しょうゆ…小さじ 2
みそ………小さじ 2

【作り方】
① キャベツは手であらくちぎるか、ざく切りにする。しめじは小さくほぐして、青ねぎは小口切りにする。
　さば水煮缶の水気を切っておく。
② ⒶⒶの調味料を混ぜておく。
③ アルミホイルを広げ、うすく油を塗り (分量外）、具材がこぼれないように①の野菜、さば水煮缶、ⒶⒶ
の調味料、最後にバターをのせて包む。
④ ③をフライパンに並べて、蓋をして中火で５～６分蒸し焼きにする。好みで七味唐辛子をかけてもよい。
（ポイント）
・野菜はもやし、ピーマン、小松菜、トマト、ズッキーニなど季節の野菜で楽しむことができます。
・味付さば缶を使用するときはⒶⒶの調味料は控えめにしましょう。

［ⒶⒶ
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令和 5年度 西之表市奨学生募集
　市では、有能な人材を育成することを目的とし
て、「向学心に燃え、能力が充分であるにもかか
わらず、経済的理由で修学困難である方」に対し
て奨学金を貸与しています。
　学生の方の修学を支援するため、次の内容で奨
学生を募集します。
【応募の資格】
　高等学校以上の学校に在学し、保護者が本市に
在住している方
【貸与金額】
①高等学校に在学で自宅通学の方
　　　　　　　　　　　月額 1万 2,000 円以内
②高等学校または高等専門学校に在学で自宅通学
以外の方（予備校的な専門学校は対象外）
　　　　　　　　　　　月額 2万 5,000 円以内
③大学（短期大学を含む）または専門学校に在学
している方　　　　　　月額 4万円以内
※貸与は学校を卒業するまでの正規の修業期間です。
【提出書類】
①奨学資金貸与申請書（教育委員会総務課備付）
②奨学生推薦調書（現在在学している学校で作成）
③所得課税証明（世帯全員分）
④在学証明書または入学証明書
【募集期間】４月３日（月）～４月 21日（金）
　8時 30分～ 17時 15分（土日、祝日を除く）
【選考の方法】
　書類審査のうえ、市奨学生選考委員会で審査し、
教育委員会で決定します。

【奨学金交付】
　誓約書提出後、５月下旬に本人口座へ振込
【返還の期限】
　貸与期間終了の翌月から起算し、10年以内
【返還の猶予】
　疾病その他の理由により返還が困難になった
ときは、願い出により返還の猶予ができます。
　また、市奨学生であった方が最終学校を卒業
後、返還期間内に本市に住民登録し、引き続き
市内に居住し、かつ、本市で就業しているときは、
その期間、願い出により返還を猶予することが
できます。この場合の返還期間は、従来の返還
期間 10年以内に、猶予された期間を合算した期
間とします。
【返還の免除】
　市奨学生であった方が最終学校を卒業後、返
還期間内に本市に住民登録し、引き続き５年間
市内に居住し、かつ、本市で就業していたときは、
願い出により奨学資金の全部または一部の返還
を免除することができます。（返還について滞納
のある方、市税等の滞納のある方、または公務
員として採用された方は対象外）

■応募・問い合わせ先
　市教育委員会総務課庶務係
　☎ 22‐1111内線 253

令和４年度  国民健康保険特定健診受診率（速報）
全体受診率４８．４％！中割校区が国の目標値６０％を達成！！
　令和４年度特定健診受診率は、
地域内での積極的な受診勧奨によ
り、全体で４８．４％と過去最高値
を記録しています！（令和５年 1
月末日時点）
　また、本年度は６つの校区が受
診率５０％以上、中割校区は国の
目標値である６０％に初めて到達
しました！
　健診は、受けて終わりではあり
ません。結果を基に、少しずつ病
気をしにくい体を一緒に作ってい
きましょう！

■問い合わせ先
　市役所健康保険課国保年金係
　☎ 22‐1111内線 308
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

　３月から４月は、就職や転勤、大学への進学など、

引越しで住所が変わる方が多く、窓口が大変混み

合う時期です。住所変更の手続きは、お忘れなく

お早めにお願いします。

【西之表市内で引っ越す方】

〇転居届が必要です。

〇引越し先に住み始めてから 14日以内に手続き

をお願いします。※引越し前の手続きはできません。

【西之表市外へ引っ越す方】

〇転出届が必要です。

〇引越しの当日までに手続きをお願いします。

引越し先では転入届が必要です。

転出届はマイナポータルからも可能です

　電子証明書が有効なマイナンバーカードをお持

ちの方は、マイナポータルからオンラインでも転

出の届出が可能です。詳しくはデジタル庁ホーム

ページをごらんください。

　ただし、マイナポータルを通じて転出届の提出

をした後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入

届等の手続が必要です。

【西之表市外から西之表市内へ引っ越す方】

転入届が必要です。

西之表市に住み始めてから 14日以内に手続きを

お願いします。

（個人番号制度に関するお願い）

マイナンバーカードには、住所、氏名、生年月日、

性別が記載されています。これらの情報に変更が

あった場合には、変更があったことを記載する必

要がありますので、お手続きの際は、必ず御持参

ください。

新生活に向けての住所変更のお手続きお
済みですか？

■問合せ先
　市役所市民生活課市民係
　☎ 22‐1111内線 302

■問合せ先
　教育委員会社会教育課社会教育係
　☎ 22‐1111内線 257

　令和４年度西之表市寿大学閉講式を下記の通り、
市民会館で開催します。年間計画から日程が変更
になっていますので、ご注意ください。
【日時】令和５年３月 15日（水）
　　　　10：00から
【場所】市民会館ホール
※感染症対策のため、マスクの着用、手指消毒、
検温等にご協力ください。感染症の状況により、
中止や延期となる場合がありますので、あらかじ
めご了承ください。

ガソリンスタンド　日曜当番店のご案内

令和４年度西之表市寿大学閉講式
のお知らせ

　西之表市市街地のガソリンスタンドの日曜日の
営業について、令和５年３月より当番店制となり
ます。開始月以降の当番店についてあらかじめ決
定し、市政の窓にてお知らせします。
※３月の当番店については、当広報誌の最終ペー
ジに掲載しています。ご確認ください。
※市街地外のガソリンスタンドについては、これ
まで同様任意での営業になります。
【参加店】
〇㈱有馬石油店（西町）
〇㈱三栄石油商会（天神町）
〇種子島石油㈱（鴨女町）
〇㈲和人組（上石寺）
※原則、上記の順番で当番店を回します。ただし、
販売店の都合で上記順番を交代することがありま
す。
【当番日】毎週日曜日
※ただし、次の日程については日曜当番制を除外
します。
・正月３が日（1月 1日～３日）
・ゴールデンウィーク（５月３日～５日）
・お盆（８月 13日～ 15日）
・年末最終日曜日
【当番店営業時間】8時～ 18時

■問合せ先
　鹿児島県石油商業組合　西之表支部
　支部長　山下　眞吾　☎ 22‐1345
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屋久島町営船フェリー太陽Ⅱダイヤ改正について

令和５年４月１日から、屋久島町営船フェリー太陽Ⅱの運行ダイヤが変更になります。

【偶数日】
　　　口永良部港　　　宮之浦港　　　島間港
　　　　９：40　　←　 ８：00
　　　  10：20　　→　12：00
　　　　　　　　　　　 13：00　　→　14：05
　　　　　　　　　　　 15：50　　←　14：45 

【奇数日】
　　　口永良部港　　　宮之浦港　　　島間港
　　　　　　　　　　　   9：00　　→　10：05
　　　 　　　　　　　   11：50　　←　10：45
　　　  14：40　　←　13：00
　　　  15：20　　→　17：00

■問合せ先　　屋久島町政策推進課　　☎ 0997-43-5900（代表）

離島航空割引カード特設窓口の開設及び準住民の対象者拡大について

【特設窓口の開設について】
　飛行機、高速船、フェリーを低料金で利用する際に必要な鹿児島離島航空割引カードの更新時期を迎え
る方が多数いらっしゃいます。有効期限の２か月前から更新ができますので、有効期限をご確認の上、更
新手続きを願いします。
　なお、下表の日程で土日祝日も手続きができますので、ご利用ください。

■問合せ先　　市役所企画課政策推進係　　☎ 22‐1111内線 211

特設窓口　日程

日 曜日 時間 場所

３月４日 土 9：00～ 17：00

市役所１階
おきがるーむ
(自動販売機
がある部屋 )

３月１２日 日 9：00～ 17：00

３月１８日 土 9：00～ 17：00

３月２１日 火 9：00～ 17：00

３月２６日 日 9：00～ 17：00

申請に必要な物：市政の窓２月号をご確認ください。

【準住民の対象者拡大について】
　現在実施している航路・航空路の運賃割引制度について、令和 5年 2月 1日から、要介護認定等を受け
ている住民を介護するために、本市に年間６回以上来訪する親族（配偶者、父母、子、祖父母、兄弟姉妹
及び孫、配偶者の父母）が「準住民」として割引適用されることとなりました。（※施設入所者への面会は、
対象外）
　適用を受ける場合は、西之表市が発行する「離島割引カード」が必要になりますので、市外に居住する
親族の方がいらっしゃいましたらお伝えください。また、対象者や提出書類については、問合せください。

⑬ 市政の窓2023.3 月号



住み続けたい地域づくりを
目指した活動を紹介します。

　独身男女を対象とした出会いイベント「恋活にしのおもて市」が、1月 14日（土）～ 15日（日）、2
月 5日（日）の 2回開催されました。参加者は市内観光やビンゴゲーム、タロット占い等を通して交流し、
合計 14組のマッチングが成立しました。
　本イベントは、川商ハウスと第一生命保険㈱の協賛により開催され、東京や京都、宮崎等、県外からの
参加者は「良い出会いがあって楽しかった」「食べ物も美味しく、自然も豊かで住みやすそう」と話してく
れました。

■問合せ先　市役所地域支援課　☎ 22‐1111内線 214・215

「誰でも簡単おうちでヨガ」
　　　無料でDVDを配布しています♪

ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしまし
た。健康管理にご活用ください。ご希望の
方は地域支援課まで。（※各家族１枚まで）

恋活にしのおもて市 14 組マッチング成立！

　1月 22日（日）、本市と空き家・空き地等の利活用連携協定
を締結している川商ハウス主催の「不動産なんでも相談会」が
開催されました。持ち家の管理や相続、売買等の相談があり、
川商ハウスのスタッフが相談者に丁寧に対応し、土地家屋調査
士や司法書士によるセミナーもありました。
　地域支援課では、空き家バンク登録やリフォーム補助に関す
る相談を随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

不動産なんでも相談会 開催

　12月 9日（金）、第一生命保険㈱が地域貢献活動として、100 セットの救急医療情報キットを区
長会へ寄贈しました。
　救急医療情報キットは、かかりつけ医や家族の連絡先等必要な情報を、救護者や救急隊員に提供で
きるものです。

第一生命保険㈱が区長会に「救急医療情報キット」を寄贈
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▲講演の様子（前野明子先生）
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合
に
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
（
厚
生
）
年
金
は
、
65
歳
で
受

け
取
ら
ず
に
66
歳
以
降
75
歳
ま
で
の
間
で
、

繰
り
下
げ
て
増
額
し
た
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
繰
り
下
げ
た
期
間
に
よ
っ

て
年
金
額
が
増
額
さ
れ
、
そ
の
増
額
率
は
一

生
変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金

と
老
齢
厚
生
年
金
は
別
々
に
繰
り
下
げ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
「
繰

下
げ
制
度
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
給
開
始
年

齢
に
達
し
た
と
き
は
速
や
か
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

【
繰
下
げ
加
算
額
】

　

繰
下
げ
受
給
を
し
た
場
合
の
加
算
額
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
額
（
振
替
加
算
額
を
除
く
）

お
よ
び
老
齢
厚
生
年
金
の
額
（
加
給
年
金
額

を
除
く
）
に
下
記
の
増
額
率
を
乗
じ
る
こ
と

に
よ
り
計
算
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
降
に
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
、
70
歳

以
降
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
、
在
職
老

齢
年
金
制
度
に
よ
り
支
給
停
止
さ
れ
る
額
は

増
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

（※１）昭和 27年４月１日以前生まれの方は、繰
下げの上限年齢が 70 歳までとなりますので、増
額率は最大で 42％となります。
（※２）年齢の計算は「年齢計算に関する法律」に
基づいて行われ、65歳に達した日は、65歳の誕
生日の前日になります。
（※３）65歳以降に年金を受け取る権利が発生し
た場合は、年金を受け取る権利が発生した月から
繰下げ申出月の前月までの月数で計算します。

増額率 （最大 84％（※１））
＝ 0.7%× 65 歳に達した月（※２）から繰下げ申出月の前月までの月数（※３）

⑯市政の窓 2023.3 月号



宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

棟
で
「
だ
い
ち
３
号
」
の
実
機

に
対
面
し
た
り
、
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
や
総
合
指
令
棟
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
三
浦
大
知

さ
ん
の
見
学
中
の
様
子
や
、
見

学
後
の
感
想
、
そ
し
て
今
回
出

会
っ
た
衛
星
や
人
々
へ
の
思
い

を
語
っ
た
動
画
が
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。「
だ
い
ち
」
シ
リ
ー

ズ
衛
星
の
活
動
と
打
上
げ
を
一

緒
に
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
三
浦
大
知
さ

ん
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
！

（
記
事
の
内
容
は
２
月
８
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　本市では、年々認知症に関する相談や認知症の症状を持つ方が増えてきており、認知症に対する正し
い知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助けをする「認知症サポー
ター（キッズサポーター）」を養成し、認知症高齢
者等にやさしい地域づくりに取り組んでいます。

認知症サポーター養成講座（出前講座）の募集について

サポーターになったら　何ができる？

　

宇
宙
科
学
技
術
館
に
て
、
は

や
ぶ
さ
２
カ
プ
セ
ル
展
示
・
は

や
ぶ
さ
２
実
物
大
模
型
の
展
示

を
企
画
中
で
す
。
展
示
期
間
に

あ
わ
せ
て
関
係
者
に
よ
る
講
演

も
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
今

後
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

【
カ
プ
セ
ル
展
示
期
間
】

４
月
２
日
（
日
）
〜
６
日
（
木
）

は
や
ぶ
さ
２
カ
プ
セ
ル
展
示

イ
ベ
ン
ト
開
催
！

動画は
こちら

特別なことをする人ではありません！

例えば・・・
　・地域や職場で認知症になった人や家族の気持ちを理解す　　
るよう努める
　・友人や友達に認知症に関する知識を伝える
　・外出先で困っている人に「どうしましたか」と声をかけ　　
たりする
　・近隣所の住民として、自分にできる範囲で手助けする　など

　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
機
１
号

機
に
搭
載
さ
れ
る
「
だ
い
ち
３

号
」
や
、
来
年
度
打
上
げ
予
定

の
「
だ
い
ち
４
号
」
な
ど
、
地

球
観
測
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
「
だ

い
ち
」
シ
リ
ー
ズ
衛
星
の
応
援

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
三
浦
大
知
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

応
援
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
に

あ
た
り
、
三
浦
大
知
さ
ん
が
実

際
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
ま
し
た
。
直
接
「
だ
い

ち
３
号
」
に
エ
ー
ル
を
送
る
た

め
、
衛
星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
組
立

　地域単位や、職場単位、また子
ども会の集会等で認知症について
理解を深めてみませんか。興味が
ある方は、地域包括支援センター
までご連絡ください。

⑰ 市政の窓2023.3 月号



戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
12
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

榎
本　

ユ
リ
子
中
西

榎
本　

隆

中
園　

久
恵

下
郷

中
園　

宗
利

春
村　

守

鴨
女
町

春
村　

キ
ヌ
ヱ

山
口　

セ
イ
子
軍
場

山
口　

繁
晴

平
山　

ミ
ワ

小
牧

平
山　

武
教

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

山
下　

伸
吾　

山
下　

伸
吾　
　
　

朝
日
が
丘

　
　

朝
日
が
丘

　
　

＆

　
　

＆

森
川　

志
保　
　
　

指
宿
市

森
川　

志
保　
　
　

指
宿
市

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）
（
母
）

（
住
所
）

折
口　

翠す
い生

女
大
成
優
華

美
浜
町

岩
坪　

怜れ
ん

男
雄
太
麻
里

榕
城
中
目

池
亀　

葉は

な南

女
広
大
妃
更

鴨
女
町

海
野　

凛り

た龍

男
龍
美
す
み
れ
美
浜
町

亀
田　

天あ
ま
ね宇

男
勇
樹
千
夏

鹿
児
島
市

田
中　

悠は
る
き煌

男
大
樹
幸
恵

長
野
県

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

榎
本　

秀
範

73

伊
関

長
田　

和
紀

53

上
之
原
町

日
髙　

信
子

85

池
野

木
原　

ユ
ク

100

現
和
下
之
町

長
田　

リ
ヨ
ウ
子

91

浅
川

中
園　

シ
ズ

87

武
部

谷
村　

マ
ル
子

73

田
之
脇

鎌
田　

義
詮

87

下
郷

牛
嶋　

昭
子

95

東
町

榎
元　

ハ
マ

95

松
畠

川
畑　

惠
美

84

塰
泊

河
野　

富
子

99

田
屋
敷

沖
田　

洋
一

70

近
政

椎
田　

豊
實

76

下
郷

中
村　

孝
平

82

西
町

深
見　

ヒ
サ

90

桜
園

迫
田　

禮
子

76

竹
鶴

　

市
政
の
窓
2
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

・
５
ペ
ー
ジ
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
退
任
者
」

　
（
誤
）
多
々
﨑
栄
子
さ
ん
（
池
之
久
保
）
15
年

　

（
正
）
多
々
﨑
栄
子
さ
ん
（
池
之
久
保
）
９
年

・
９
ペ
ー
ジ
「
現
和
校
区
勧
学
祭
」
の
本
文

　
（
誤
）
風
元
神
社

　

（
正
）
風
本
神
社

・
11
ペ
ー
ジ
「
市
長
独
言
」
の
本
文

　
（
誤
）
折
口
幸
喜
会
長

　

（
正
）
折
口
好
喜
会
長

今
年
も
咲
き
ま
し
た

今
年
も
咲
き
ま
し
た

　
　
　
　

古
田
の
河
津
桜

　
　
　
　

古
田
の
河
津
桜

　

古
田
中
之
町
の
川
脇
川
沿
い
に
、
河
津
桜

　

古
田
中
之
町
の
川
脇
川
沿
い
に
、
河
津
桜

が
咲
き
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
桜
色
に
染
ま
っ

が
咲
き
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
桜
色
に
染
ま
っ

た
川
沿
い
の
景
色
を
多
く
の
方
が
楽
し
み
ま

た
川
沿
い
の
景
色
を
多
く
の
方
が
楽
し
み
ま

し
た
。

し
た
。

※撮影日　2月 11 日（土）

⑱市政の窓 2023.3 月号



孫
の
手
は
我
が
手
の
中
に
柔
ら
か
で
薄
暮
の
道
に
お
喋
り
続
く

季と
き

す
こ
し
違た

が

へ
し
故
の
島
バ
ナ
ナ
熟
れ
る
事
な
く
西
風
の
中

鹿
児
島
も
山
間
部
で
は
雪
景
色
厳
し
い
冬
と
覚
悟
を
せ
ね
ば

椿
咲
く
春
の
彼
岸
に
夫つ

ま

逝
き
て
は
や
五
十
年
の
今
日
は
命
日

凍し

み
る
夜
に
長
靴
は
き
て
川
下
る
山
太
郎
蟹
探
す
ぞ
我
は

若
き
頃
は
力
が
自
慢
の
わ
が
身
体
古
希
過
ぎ
た
れ
ば
ポ
ン
コ
ツ
の
態て

い

寒
空
に
山
肌
染
め
る
紅
き
黄は

ぜ櫨
忙
し
き
日
々
の
心
華は

な

や
ぐ

山
を
開
き
住
み
続
け
た
る
六
十
年
令
和
五
年
の
初
日
を
拝
む

つ
わ
ぶ
き
と
萩
と
す
す
き
を
束
に
し
て
貴
方
に
供
え
ん
寒
冬
の
夕
ぐ
れ

椚く
ぬ
ぎ

立
つ
鶯
囀さ

え
ずり
潮
騒
も
青
空
映
え
る
我
ら
の
郷
土

芽
吹
く
春
緑
も
え
る
夏
ツ
ワ
ブ
キ
の
秋
は
黄
色
に
峠
を
飾
る

し
め
縄
を
六
歳
の
孫
と
飾
り
お
り
背
丈
縮
み
て
足
継
ぎ
の
要
る

孫
ら
よ
り
代
る
代
る
電
話
来
る
ど
の
子
が
誰
か
じ
い
じ
は
分
か
ら
ん

あ
ら
草
の
枯
れ
た
る
畑
た
が
や
し
て
風
に
音
な
き
土
の
香
し
た
し

凛
と
し
て
流
る
る
如
き
冬
銀
河

新
年
に
寄
せ
て
心
に
決
意
待
つ

鹿
児
島
市
・
宇
都　

待
子

中
西
・
大
木
田　

松
子

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

南
種
子
町
・
佐
伯　

圭
子

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

宮
崎
市
・
長
友　

幸
憲

柳
原
・
中
野　

多
輝
子

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

本
立
・
𠮷
永　

タ
ツ
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

蓮

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
し
ほ
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　81件
うち急病　60件

1月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   0 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   0 人

2月 10日現在（R5年累計）
交交通事故通事故（人身事故）

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,559 3,914 7,473 3,896
上西 224 244 468 266
下西 1,017 1,086 2,103 1,155
国上 467 493 960 546
伊関 182 205 387 217
安納 169 169 338 193
現和 547 571 1,118 630
安城 147 138 285 161
立山 46 37 83 48
中割 36 35 71 51
古田 146 177 323 175
住吉 371 436 807 463

［校区別］

［人口］
全体 14,416 人（± 0）
男性 6,911 人（＋ 19）
女性 7,505 人（－ 19）
［世帯数］
7,801 世帯（＋1）
（　）内の数字は前月比

1月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【1月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1,793 74 3,249 336
葉茎菜
　　類 1,093 192 5,169 509

果菜類 158 36 1,081 312
その他 3,163 983 637 196
小 計 6,207 1,285 10,136 1,353

果
物
類

かん
きつ類 6,589 908 320 33

果瓜類 0 0 0 0
その他 251 370 349 80
小 計 6,840 1,278 669 113

鳥卵・　　
加 工 品 等 166 128 675 225

花　類 9,552
本 271 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
24トン

13トン
（54％）

11トン
（46％）

取引額
465万円

296万円
（64％）

169万円
（36％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《3月の休み》
１日・5日・８日・12日・15日・19日・
21日・26日・29日

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

３月 当番スタンド

５日 ㈱有馬石油店（西町）

12日 ㈲三栄石油商会（天神町）

19日 種子島石油㈱（鴨女町）

26日 ㈲和人組（石寺）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告広告広告

スタッフ募集 !
正社員・パート・アルバイト

スモモ ベーカリー種子島店

募集のご案内
レジスタッフ・製造スタッフを募集しています　未経験者歓迎 !
正社員の方には収入を得ながらパン職人の技術や経営ノウハウを

習得できる研修システムがあります。

☎

⑲ 市政の窓2023.3 月号
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